




ワクチン名(会社) サーバリックス（GSK） ガーダシル（Merck）
初回 初回
初回後１か月 初回後２か月
初回後６か月 初回後６か月

効果（有効な型）
　子宮癌　(公式) 16型・18型 16型・18型
　子宮癌　(非公式) 31型・33型・45型にも効果あり
　尖圭コンジローマ・外陰癌 6型・11型
特徴 非公式ではあるが、５つの型

に効果があり(異論もあり）とさ
れ、子宮頚癌の８割以上をカ
バーする。（20〜30歳代では
約90%をカバーする）

尖圭コンジローマや外陰癌
にも効果がある。

現状では効果に差がないが、
接種後の抗体価が高いため、
より長期間効く可能性はあ
る。しかし現時点で長期成績
は未確認。

外陰癌は年間数百人が発
症。尖圭コンジローマは年間
の発症数は不明だが、全国
に患者が約４万人いると言
われている。

結局は一長一短 毎年発症する子宮頚癌1万人
中、8千人以上をカバーする。
子宮頚癌への効果のみを考
えるとサーバリックスの方が
有利である可能性がある。

毎年発症する子宮頚癌1万
人中、6〜7千人と数百人の
外陰癌、多くの尖圭コンジ
ローマをカバーする。
子宮頚癌以外の尖圭コンジ
ローマや外陰癌への効果も
期待するとガーダシルの方
が有利である。(男性パート
ナーが多い場合など)

H23年12月現在

HPVワクチンの比較　　　　　　　　　　　　　　

※　子宮頚癌の原因であるパピローマウィルスに対するワクチンである。

接種スケジュール(3回)

※　両者ともまだ約７年の実績しかない。
※　この約７年では、両者の子宮頚癌に対する効果には差がない。

※　パピローマウィルスには100種類以上あり,子宮頚癌の原因になりやすいのは16型と
18型。

※　20年以上は効果が得られる予想だが、長期的な効果は確認されていない。

※　子宮頚癌は毎年約10,000人が新たに発症し、約3,000人が亡くなっている。

※　途中で変更することはできない。
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